
助 詞 に つ い て

森 田 良 行

1.は じ め に

助 詞 は言 語 と して 日本 語 を特 色 づ け る重 要 な 特 徴 の一?で あ る。 助 詞 を

じ.寧うぶ ん に理 解 しな い と,構 文 や 文 意 を と らえ る こ とが 困難 とな る。 助

詞ほ 文 型 を形 成 す る主要 な要 素 だ か らであ る。

助 詞,特 に格 助 詞 は,あ とに続 く用 言 的 概 念 の語 に よ って,ど の 語 を 使

うべ きか が ほ ぼ 決 ま っ て い る。r山 一 住 む 」 な ら 「に 」,「山一 暮 らす」 な

らrで 」 とい うふ うに。 しか し,同 じ動 詞 で も,前 に 来 る事 柄 の 内 容 に よ

って 「山一 の ぽ るゴ な ら 「に」,「階 段 一 のぽ る」 な ら 「を 」 とい うふ うに

使い 分 け を す る場 合 もあ る。 そ こでr夜 店一 見 に 行 った」 と言 い た い とき,

夜 店 が 見 る対 象 な らr夜 店 を見 に 行 った」 とな り,行 く目的地 な らr夜 店

へ 見 に 行 った」 とな る。 両 者 は さ らに,行 く場所 や見 る対 象 へ 格/ヲ 格 を

補 って,

Q浅 草 へ夜 店 を見 に行 く。 .

Q夜 店へ 金魚 す くい を見 に行 く。

の よ うに 「 ヘ ヲ見 に行 く」 の組 み 合 わ せ へ と拡 張 す る こ とが 可能

であ る。 この よ うに 助 詞 の使 い分 け は,単 に前 後 の 語 同士 の 意 味 関 係 だ け

に限 って と らえ るべ き で は な 之,全 体 と して の 文型 を支 え る部 分要 素 と し

て巨 視 的 に眺 め て いか な けれ ば な らな い。 助 詞 を 文型 的視 野 で と らえ る こ

とに よ って,た とえ ば 「私 一 彼 一 先 生 一 紹 介 す る」 とい う よ うな三 者 間 の

人間 関 係 と行 為 で も,そ れ を どの よ うな情 報 と して ま とめ上 げ るか が 可 能

とな って い くo
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私は彼を先生に紹介する。

私は彼に先生を紹介する。

私は彼と先生を紹介する。

私を彼は先生に紹介する。

私を彼に先生は紹介する。

私に彼は先生を紹介する。

私に彼を先生は紹介する。

私に彼 と先生を紹介する。

私 と彼を先生に紹介する。

私と彼を先生は紹介する。

私 と彼に先生を紹介する。

私と彼と先生を紹介する。

私と彼 と先生に紹介する。

のように・助詞同士の組み合わせ方によって叙述内容は異なってくる。表

現的見地か ら言えぱ,助 詞を正しく使用 しないと交意に誤解を生ずること

になるのである。そのため日本語教育,特 に初級授業では助詞の学習(と

いうことは結局,文 型学習)は 授業の中心的作業の一つとなっている。本

稿では助詞を国文法の立場から解説するのではなく・ 日本語教育の場にお

いてはどのような観点からとらえていったらよいのか,ど のよ うな点が教

育上問題とな り,ど のようなことに注意すべきかを述べようと思 う。

2.助 詞の種類と機能

「私一彼一先生一紹介する」の例でもわかるように,助 詞の組み合わせ

によって一っの文を作 り出すのが膠着語 としての日本語の特色である。助

詞は他の概念語(橋 本文法で言 う自立語,時 枝文法での詞など)に 付いて,

ω概念語相互の文法的意味関係を明らかにしたり,ま た,(2)話 し手の在 り

方や表現態度を明らかにして全体を一つの具体的な表現へ と塗 りかえる。

助詞を用いることによってはじめて具体的で的確な思考内容を文に表す こ
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とが で き るわ け で あ る。

と ころ で,一 口に 助 詞 と言 って も,助 詞 ご とに そ の役 割 りは異 な っ てい

る。(a)体 言 に 付 い て 体 言 同 士 の 関 係 を 示す もの,(bXc)体 言 お よ び体 言 的 資

格 の もの に付 い て,用 言 お よび 用 言 的概 念 の語 に対 して どの よ うな 関 係 に

あ るか を 示 す もの。 詳 し くは,

(a)体 言 対 体 言 … … の,や,と,に

(b)体 言 対 形 容 詞 … … が,の,に,と,で,よ り

(C)体 言 対 動 詞 … … が,の,に,と,で,を,へ,か ら,よ り,ま

で

等 の 語 が 挙 げ られ るが,こ れ らは文 中 にあ って 叙 述 内 容 を順 次 限 定 して い

くr格 助 詞 」 で あ る。 特 に(bXc)は 後 続 用 言 に よ って 使 用が 制 約 され る(い

わ ゆ み用言 の格 支 配),言 って み れ ば そ の 文 の わ く組 み の 中 で 一 つ の 文型

を形 成 して い く助 詞 と言 って よい。

同 じ一 つ の文 中 に あ って も,種 々の 語 や 句 に 付 い て 述語 に係 り,述 語 の

意味 や 陳 述性 に関 係 して い く助 詞 が あ る。 これ は 通常 「副 助詞 」 と呼 ばれ,

そ の 中 で特 に陳 述 性 に のみ 関 与 して くる もの を 「係助 詞」 と して別 扱 い に

す る立 場 もあ る。 体 言,用 言,そ の他 に 付 い て述 語 に係 り,話 し手 の立 場

や 意見 を添 え る助 詞 で あ る。 強 調 ・疑 問 ・限 定 な ど表 現 に おけ る話 し手 の

意 図 を添 え る助 詞 と言 っ て も いい。

「は,も,な ら,こ そ,さ え,で も,し か,ま で,ば か り,ぐ ら い,

ほ ど,だ け,な ど,や ら,な り,か 」

な どが 挙 げ られ るD

さ らに,用 言 お よび 用 言 句 に 付 い て,あ と の用 言(お よび 用 言 に 準 ず る

もの)に 続 け る 役 割 り'を果 た す 「接 続 助 詞 」 が あ る。 これ はrて,な が ら,

た り,か ら」 の よ うな 単 文 中 で も用 い られ る もの もあ るが,多 くは 句 末 に

あ って 他 の句 と結 ぴつ け 複 文 を構 成 す る。

「ば,と,て も(で も),け れ ど も,が,の に,の で,か ら,し,て

(で),な が ら」
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などがある。構文 と深い関係があ り,従 属句との意味関係が特に問題 とな

る助詞である。

以上が,文 中にあって働 く助詞であるのに対 し,文 末に位置 して文の叙

述に,話 し手の表現態度や対聞ぎ手意識に根ざす働ぎ掛けの意図を添える

助詞として・「終助詞」がある。これには,文 中の文節の切れ め に現れ る

「間投助詞」 も含めてよかろう。

「か,か い,か しら,の,わ,ぞ,ぜ,と も,さ,よ,や,ね,な,

なあ」

など種々の語が挙げられる。

このように,助 詞と言 っても,文 中にあって文型の拡張にあずかる格助

詞 ・副助詞,句 宋に現れてそれらの句を複文へ と拡張する接続助詞,た だ

文末にあって文の叙述態度を明示する終助詞と,文 型形成の見地から大 ぎ

く3種 に分けることができる。

さて,助 詞を以上のよう仁交型形成の観点か らとらえると,日 本語教育

における学習の対象 としての助詞の重要度がある程度はっき りしてくる。

日本語学習は文型中心に進め られ るからである。次に掲げる表は早稲田大

学語学教育研究所編のr外 国学生用 ・日本語 ・初級」で扱われ る助詞の種

類と提出順を示 したものであるが,単 文の文型形成にあずかる助詞,特 に

叙述内容を組み立てる格助詞は比較的早い前半の課に,述 語に係 って話 し

手の意見や立場を際立たせ る副助詞はそれ より少 しお くれて中ほどの課に,

複文文型にあずかる接続助詞は後半の課に,文 末に位置 して話 し手の感懐

を文意に添えるだけの終助詞はごく限 られたものを除いて特に教授 しない,

といった具合いである。

、3.格 助詞について

右に示 した表か らもわかるように,格 助詞は比較的早い課で与えられる

のが一般である。種 々の格助詞を学ばなければ,か んたんな文でも日本語

で表現がでぎないか らである。実際に現れる用例を見よう。以下に掲げた
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例文は,各 課の文型表か ら抜いたものである。特に文型練習としては行わ

ないが本文中に用例の現れるものは*印 を付 して,本 文での用例を掲げて

おいた。()内 の数字は課の番号である。

L

翫

3

4

厩

α

乳

&

甑

n

且

皿

B

K

焉

迅

η

B

m

2。

別

認

お

匹

茄

これ は す うが くの ほ ん で す。(2)

こ のほ ん は た な か さん の で す。(2)

お ち ゃを ど うぞ 。(4)*

田 中 さ ん は ど こへ 行 き ます か 。(5)

田 中 さ ん は ど こ に行 き ます か 。(6)

田 中 さん は と もだ ち とい っ し ょにべ ん き ょう します 。(5)

わ た しは コ ー ヒ ーを 飲 み ます 。(6)

こ うち ゃ と コー ヒー(6)

わ た しは と し ょか ん で レポ ー トをか ぎ ます 。(7)

じゅ ぎ ょ目うは 四 時 に お わ ります 。(7)

大 学 の ちか くに あ ります 。(8)

こ こに うちが あ ります 。(9)

これ か らシ ュー マ ンの 「ゆめ 」 を ひ き ます。(10)*

二 時 二 十 分 か ら(13)/中 野 か ら(13)

五 時 まで(13)/早 稲 田 まで(13)

も もや さ くら(15)

デ パ ー トヘ お み や げ を 買 い に 行 き ま した。(18)

電 車 で行 ぎ ます 。(18)

道 を 歩 ぎ ます 。(18)

日本 人 の鈴 木 さ ん(19)

安 い の(19)

た び を は い て か ら着 物 を着 ます 。(20)

そ で の 長 い 着 物(20)

そ こよ りこ この ほ うが い い です 。(23)

山 に登 る と言 い ま した 。(25)
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所 有 格rの 」(例 文1)並 立 の助 詞r≧,や 」(例 文8,16)お よび 準 体

助 詞rの 」(例 文2,.21)同 格 「の」(例 交20)が 体 言 を 続 け る 以外 は す べ

て 用 言,そ れ もほ とん ど動 詞 が あ と に続 く。 動 詞 が 要 求 す る格 と して 述詔

動 詞 と セ ッ トに な って 与 え られ,学 習 者 は一 っ の文 型 の拡 張 要素 と して こ

れ らの 助 詞 を 習 得 して い くわ け'であ る。 だ か ら,

「私 は学 校 へ 行 き ます/私 は10時 に学 校 へ 行 き ます/私 は10時 に友 だ ち

と学 校 へ 行 ぎ ます/私 は10時 に友 だ ち とバ ス で学 校 へ 行 き ます 」

の よ うに,こ の課 で は 格助 詞rへ,に,と,で 」 の うち,帰 着 点 を 表 す

r～ へ 」,動 作 ・作 用 の行 われ る 時 刻 ・日時r～ に 」,共 同 動 作 の 相手r～

と」,手 段 ・方 法 「～ で」 が 文 型 を 形 づ くる格 同 士 とLてr帰 着 点一 時 刻

一共 同 動 作 者 一 方 法一 動 作」 を結 び っ け一 つ の ま とま った 表 現 とな る こ と

を習 得 させ る。 もち ろん この よ うな 格 関 係 の序 列 は不 変 で はな く適宜 前 後

の順 序 が 入 れ 替 え られ る こ と も同 時 に練 習 を通 して教 え て お く。(化 成 の

結 果 を 表 す 「・… 一に な る/… … にす る」 な どの 「に」 は入 れ 替 え が 不 可

1能
。)

先 に も述 べ た が,「 のゴ お よび 並 立 の 「と」 「や 」 を 除 い ては,ほ とん ど

の格 助 詞 が 動 詞 文 の中 で 現 れ るた め,動 詞 を扱 う課 に進 む まで は,生 徒 は

助 詞 の学 習 が で きな い 。 裏 を返 せ ば,複 雑 で長 い文 型 を学 ぶ 機 会 が な い 。

動 詞 を 学 ば なけ れ ば 思 って い る こ とが表 現 で ぎ な い,コ ミュニ ケ ーシ ョ ン

が 思 うよ うに な ら な い とい う学 習者 の感 想 も,も っ と もな こ と であ る。 受

身 や 使 役 の学 習,「 ～ て い る」 や 「～ てあ る」 表 現 の 学 習 も,け っき ょ く

は受 身 文 型 や 使役 文 型 な どを 学 ぶ こ と,つ ま り格助 詞 の学 習 に まで戻 っ て

い くの で あ る。 文 型 と格 助 詞 とは深 い関 係 に あ る。 初 級 授 業 で 与 え られ る

さま ざ ま な文 型 は,格 助 詞 の 問題 を 抜 き に して は扱 え な い と言 って もい い

だ ろ う。

4.副 助詞について

副助詞は,係 助詞も含めて,以 下の述語に係 っていく語に付いてそれを

一114一



題 目として示 した り,強 調 ・疑問 。限定 ・例示 ・程度性などの気分を添え

る助詞である、特に係助詞は述語の陳述性に呼応するので注意を要する・

副助詞がこのように表現における話 し手の判断の在 り方をそれぞれの語

に加える語であるため,単 に叙述内容を付加 していく格助詞 と違 って,教

育の場においてもその扱いは遙かにむずか しく工夫を要す る。格助詞 はそ

の叙述内容を盛 り込む一つの文型 として形式的に覚え,rへ,に,を,で,

と,か ら・までゴ等の使い分けは,動 詞とそれが要求す る格概念 との関係

におげる使い分けとして,拡 張練習などによって身に付けていけぱよかっ

た。*一方,副 助詞は先行語に話し手のどのよ うな判断が加えられている

かを理解しなければならず,そ のような判断が添加される表現の学習は,

ただ文型練習だけを機械的におこなっても身に付 くものではない。 この点

が格助詞の学習と大きく異 なるところである。その場での話 し手の特異な

判断はr場 面」とr文 脈」 によって左右され る。たとえば,

r学生に教えます。/学 生に日本語を教えます。」

という表現は,そ れ自体一つの文型 として独 自に成 り立 っているが,

r学生に英語 も教えます。」「学生に 日本語だけ教えます。」

となると,「学 生に 日本語堂教えます。英語至教えます。」r学生に日本語

を教えます。英語は教えません.日 本語だけ教えます。」の よ うに,格 助

詞による基本的な文型を前提として,そ れ との対応ないしはそれを発想の

出発点として場面を展開させ,そ のような限定された特異な場面 ・文脈を

前提 としてはじめて把握することができる。だか ら副助詞を含む文の文型

練習は場面設定が大切であ り,そ の場面 ・文脈か らの必然的帰結として副

助詞文を習得させるよう努めなければならない。そ して,こ のことは文型

練習は場面設定が肝心であ り,そ のような助詞(ま たは助詞 の組 み 合わ

*格 助詞については次 の ものを参 照 され たい。

「動詞表 現における助詞 の用法」〔講 座 日本語教 育6)

「動詞文につ いて」(講 座 日本語教育10)

「文型について≠(講座 日本語教育12)
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せ)は ど の よ うな場 面 の と ぎ用 い る表現 か を確 実 匠つ か ませ て お く必 要 が

あ る。

A.教 室 にだ れ が い ます か。(9課)

B.教 室 にだ れ か い ます か。(9課)

助 詞 一 つ の違 い で あ るが ・文 型 的 に は 大 変 な 差 が あ る。Aは 教室 に 人 の

い る こ とを前 提 と して,そ の 人 物 が どの 人 か不 明 であ る と い う場 面 設 定 で

あ る。 だ か ら,

「教 室 に掌 生 が い ます 。/だ れ が い ます か。/田 中 さ んが い ます 。」

の よ うに問 答 は 展 開 され る。

「教 室 に し{るの はだ れ で す か。 一→ だ れ が 教室 に い ます か 。」

主 格 を表 すrが 」 を用 い た 転位 疑 問 文 で あ る。(は → が)rだ れ が … …」

は"大 勢(3人 以上)の 中 の どの 人 物 が … …"で あ る 。「何 が あ ります か/

ど こが い い です か/ど れ が あ な た の で す か 」 な ど も これ と同類 の表 現 と言

え よ う。

一 方 ,Bは 副 助 詞rか 」 を 用 い た こ とに よ り,不 明 の事 柄 に対 す る不 確

実 な判 断 を表 す 。 人 が い るの か い な い のか 不 明 な 場面 で あ る。 「だ れ か い

る」 と判断 す る こ とが で ぎか ね て い る疑 問 状 態 の 表現 で あ る・ だか ら

「教 室 に だれ か い ます か 。 い い え,だ れ もい ませ ん。/は い,だ れ か

い ます 。」

の肯否 判 断が 回 答 と して返 って くる。 また,「 だれ か い ます よ。」 の よ うに

rい る」 と判断 し得 る場 台 は 平 叙 文 で 述 べ る こ と もで き る。 格 助 詞rが 」

で は 「だれ が い ます よ、」 と,不 定 詞+「 が」 を平 叙 交 で 用 い る こと は で

きな い。 疑 問 の 判断 を添 え る副 助 詞 「か 」 を 加 えれ ば 「だ れ か が い ま す

よ。」 と平 叙 文 で 用 い る こ とが 可 能 な の で あ る。

格助 詞 文 型 を 変形 す る と しば しば 強 調 や 対 比 の副助 詞 文 型 とな る の で 注

意 を要 す る。

「私 が ピア ノを ひ ぎます 。」(10課)

ピア ノを 弾 くこ とを 前提 と して
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rピ ア ノを ひ き ます 。/だ れ が?/私 が 一・…」

行 為(述 語)の 主 格 と して弾 き手(行 為 主 体)を だれ が と示 す 発 想 であ

る。 これ をrピ ア ノは私 が ひ きます 。」 と変 え る と,rピ ブ ノは 」 の副 助 詞

部 分 に選 択 判断 が 働 くた め に,"い ろ い ろ な楽 器 が あ る"と い う場 面 設 定

の上 で 「フル ー トは ……/バ ヨ リ ンは … …」 とぎ て 「ピ7ノ は … … 」 と取

り立 て る題 目選 定 の表 現 とな って しま う。 この よ うに 格 助 詞 文 型 を 副 助 謁

文 型 に変 形 す る ときは(ピ ア ノを一 → ピア ノは)文 型 練 習 と して 場 面 設定

の違 い を し っか り踏 まえ て おか な け れ ば な らな い 。 くり返 す が,助 詞 の 問

題 は文 型 の 問 題 に 発 展 し,文 型 の問 題 は 場 面 の 問 題 に戻 らな けれ ば 正 しい

言 動 行 動 と して の 言葉 の学 習 とは な らな い こ とを 銘 記す べ き で あ る。

で は 場 面 的 状 況 に還 元す れ ぱ そ れ で よ いか とい う と,そ れ だ け で は 十分

で は な い 。 同 じ助 詞,た と えば 「も」 な ら,「 も」 の 用 い られ る表 現 は 必ず

し も 「ピア ノは私 が ひ ぎ ます 、 バ ヨ リ ンも私 が ひ き ます 。」 の よ う な,同

類 の 人物 ・事 物 ・行 為 ・状 態 が あ る こ とを 前提 と した 場 面 とは 限 ら な い。

rさ す が の彼 も参 った ら しい 。」r見 た こ と もな い果 物 。」rわ か りも し

な い くせ に,知 った か ぶ りを して い る 。」 「靴 も履 か な い で飛 び 出 した 。」

「何 も知 らず に,の この こ出 掛 け て 行 っ た 。」r一 流 校 に80人 も合 格 し

た 。」 「いつ いか な る時 も,お ξ お さ油断 お こた りない 。」 「チ ャ ン ピ オ ン

の座 を 辛 くも防衛 した 。」

これ らは 日常 的 で 目立 た ね ご くあ りふ れ た 事 物 か 口
.逆 に麟 に 予想 外 の

事 物 ・状 態 か,そ の どち らか を提 示 して 叙 述 の範 囲が そ こま で及 ぶ こ とを

示 す。 場 面 的状 況 よ り も・ 事 態 に対 す る話 し手 の判 断 の特 異 な 在 り方 のほ

うが 主 とな って い る表 現 であ る。 この よ うに 副助 詞 は場 面 プ ラス話 し手 の

特 異 な判 断 の総 合 の上 に成 り立 つ語 な の で あ る。

5.接 続 助 詞 に つ い て

接 続 助 詞 に は,(1)r歩 きな が ら話 す 。」r歩 いて 行 く。」 の よ う に 修 飾 語

を造 る も の。(2)r歩 い て み る。」「歩 い て い る。」 「書 い て な い。」 と 補 助 用
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言を導 くもの・(3)r彼 はそのことを知っていながら,知 らぬと言い張る。」

「彼はそのことを知っていて,教 えて くれない。」のよ うな複文の前提句

をなすもの等がある。「て」は この三つの段階のいずれにも働 く助詞であ

る。二つ(以 上)の 事態 ・作用 ・行為が共存もしくは継起するとの判断の

雍現に用いられる。二っの事態間の関係に よって,"共 存 ・共起"と"継

起"と に分かれ,相 互の意味関係からこれをさらに平接 ・順接 ・逆接に細

分するのが一般である。順接 ・逆接は条件表現として特別視され,条 件の

立て方から仮定条件と確定条件(既 定条件)と に区分 している。以上の諸

問題は本講座の次の諸論で詳 しく述べたので,そ れに譲る。

r条件の言い方」(講 座日本語教育3)

r複文の文型練習」(講 座日本語教育11)

補助動詞による表現文型の学習と,複 文文型の学習において問題 となる

のがこの接続助詞である。当然,格 助詞 ・副助詞による基本的な文型が一

通 り終了したところで入 っていくのが,接 続助詞による複文文型であると

言っていい9

6.終 助詞について

文末にあって,そ の交の叙述に話 し手の表現態度や意図を添える語であ

る。一般には,文 末に付いて疑問 ・禁止 ・詠嘆 ・感動などを表す助詞 とし,

また,文 中の各文節の終わ りに添えてr私 ね,き のうね,学 校でね……」

「おれさ,ぎ の うさ,学 校でさ……」のように一語一語確かめながら聞き

手に話 し掛ける意識を強調する,い わゆる間投助詞もこれに含めて扱 って

いる。このように終助詞をただ文末(文 節末)に 添える感情表出の語 とし

て一括処理すると,終 助詞の中にも疑問や詠嘆や念押しや呼びかけなど,

いろいろあることばの表 し方,文 末に添える順序,男 女によることばの使

い分け',名 詞文や形容詞文 ・動詞文ごとに相違する終助詞の使い方,普 通

体 ・丁寧体による違い,文 末にくる助動詞一 結び文型の違い によっ

て生ずる終助詞承接の制約などが,は っきりと身に付いていかない。今,
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言い切 りの平叙文に付 く終助詞の承接関係を表にしてみよう。

.,』
1

さ 。 さ ね 。

わ 。

か?

・・一{盤

わ よ。 わ よ ね 、

O

O

ぞ

ぜ

わ ね。

ね

な

か ね?

か な?

な あ 。

明 日 は 雨 で す 。

つ

ロ

ご

わ

ぞ

ぜ

目

「

吐
1

r一 一 よ・一」[盤

1才)よ_わ よね.

わ ね 。

目か?

ね

な

ね 。

な。

な あ 。

か ね?

か な?
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よ・一 噴

よ。 わ よ ね.

き

く

行へ校学

わ ね 。

か ね?目

か を?

文の統括機能 。陳述作用には一定の順序がある。

食べさせ られ た く なかづ た らLい 。

使役 受身 希望 打消 時 推量

と並んだ 「用言+助 動詞」の文に,さ らに終助詞を付加してい くと,

一 たくなかつたらしい 傑

わ よ糺

～ か α〉平叙 。疑 問 段 階(問 いか け)

～ わ ③ 男 女 こ とば段 階

～ よ 〔3)確述段 階(知 らせ)

～ ね ・一 咳…(4)確 認段 階(詠 嘆 ・念 押 し)

の 四 つ の段 階 の助 詞が 並 ぶ こ とが わ か る。 こ の段 階 の 付 加順 序 は一 定 で あ

るが,ど の よ うな形 の文 末 に で も皆 一 様 に 接 続 して い くか とい うと,そ う

で は ない・ 文 末述 語 の形 態 に よ って 続 い た り続 か なか った りす る。 次 に接

続 の 可否 につ い て表 を掲 げ てお こ う。
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雨は日
雨
明

静か

雨だ
静かだ

雨です
静かです

暑 い

:降 る

碑 嫁 す1

呼
び
か
け

禁

止

～

な

!

x

x

X

X

～

よ

ノ
,

O

x

X

x

詠

嘆

疑

問

～

の

?

～

か

し
ら

?

も

ヤ

～

カ

し

?

～

カ

?
.

～

か

!

～

な

あ

～

ね

え

OxO

, OxO

OOOx

確

述

～ ～ ～ ～1～

わ ぞ ぜ と さ よ

も

確

認

～ ～

ね な

xxxxOO : Ox

.○ ○Ox…xxxxOO

ず罵XXOO

X

XiX

○

X

×

Ii OoOO△xO…!

i OOOOOOO

OoO

○ ○OC× ○

x

○○ ○OxO.

OOOOOOl

OoO

OOOO,○ ○ ○ ○ ○ ○

○△ ○OlOOOOxO

qx

OQ

QO

oO

oO…

○ ○

上の表は肯定形(平 叙文)に 限って考えたわ けで あ るが,こ の否定形

(否定文)も 見ていく必要がある し,ま た,r～ た/～ だろ う/～ でしょ

う/～ よう/～ か もしれない/～ らしい/… …」等さまざまな助動詞で止

める文(種 々の結び文型)に ついても同 じように承接の可否を見ていく必

要があろう。(こ れらは当然,承 接上 の制約が多 くなる・)
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